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市の25年度予算が決まりました
３月定例会では、市長から一般会計予算をはじめ、予算関連議案

21件が提案され、各常任委員会での議論を経て、いずれも原案のと
おり可決しました。（全議案の審議結果は 10ページをご覧ください。）
本市のさらなる発展を目指し、人口増加に向けた取り組みに最も力

点を置きながら、防災対策経費にも重点配分した予算となっています。

対前年度比

２５年度予算総額 ４６６億　	３９４万円 3.2%減

一 般 会 計 ２２４億８, ２５０万円 1.6%減

特 別 会 計 １５２億３, １９０万円 3.7%減

企 業 会 計 ８８億８, ９５４万円 36.7%増

一般会計：福祉や教育など市民のために広
く使われる会計のこと

特別会計：一般会計とは別に国民健康保険
事業や下水道事業など、特定の
目的のため使われる会計のこと

企業会計：水道事業や病院事業のように利
用者が負担する経費（水道料金
や診察料）によって運営される
会計のこと

用 語 解 説 １

一　般　会　計

自 主 財 源

依 存 財 源

：市が自主的に徴収又は収納でき

る財源

：自治体が自主的に調達できない

国や県からの配分財源

義務的経費

投資的経費

その他の経費

：支出が義務づけられ、任意に削

減できない経費

：道路や学校などの社会資本の整

備に要する経費

：物件費や維持補修費などに支出

される経費

用 語 解 説 ２

▼ 予算規模は減額となったものの、歳入予算の自主財源割合は
57.8%で昨年度と同程度であり、財源バランスは変わってい
ません。ただし、自主財源の中で、市税収入の大幅な減収を
受け、繰入金の額が対前年度比で 47.9%増加しており、財源
不足を基金の取り崩しで補ったことが分かります。持続可能
な市政運営には、生産年齢人口や交流人口、企業立地の増加
による市税収入の増など、さらなる歳入確保策が求められま
す。

▼ 歳出予算においては、義務的経費のうち人件費が対前年度比
で 3.8%増加しています。予定される大量退職に対応するた
めに退職手当費が大幅に増嵩したことはやむを得ませんが、
適正な定員管理を含め、引き続き行財政改革に積極的に取り
組むことが必要とされます。

予 算 の 分 析

歳 入歳 出
224億8,250万円224億8,250万円

自主財源
　(57.8% )
　130 億 850 万円

義務的経費
　(54.8% )
　123 億 4,294 万円

市税 (44.2% )
99 億 4,490 万円

人件費 (23.7% )
53 億 3,818	万円

扶助費 (20.6% )
46 億 2,787 万円

公債費 (10.5% )
23 億 6,917 万円

地方交付税(11.2% )
25 億 2,300 万円

国庫支出金(11.8% )
26 億 6,072 万円

諸収入 (7.1% )
16 億 225 万円

その他（財産収入、寄附金等）
(0.2% )　　　　　3,668 万円

地方譲与税 (0.8% )
1 億 7,100 万円

その他 (0.0% )
772 万円

物件費 (10.4% )
23 億 4,333 万円

維持補修費 (0.6% )
1 億 3,902 万円

補助費等 (8.5% )
19 億 149 万円

投資及び出資金、貸付金 (5.6% )
12 億 5,230 万円

繰出金等 (11.1% )
24 億 9,565 万円

普通建設事業費 (9.0% )
20 億 677 万円

災害復旧事業費 (0.0% )
100 万円

県支出金 (7.1% )
15 億 8,838 万円

市債 (7.8% )
17 億 5,690 万円

その他（各種交付金）(3.5% )
7 億 7,400 万円

分担金及び負担金 (1.3% )
2 億 9,339 万円

使用料及び手数料 (2.4% )
5 億 4,155 万円

繰入金 (2.6% )
5 億 8,973 万円

依存財源
　(42.2% )
　94億 7,400 万円

投資的経費
　(9.0% )
　20億 777 万円

その他経費
　(36.2% )
　81億 3,179 万円
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議会が注目した主要事業をご紹介します。
安　全
環　境 安全で環境に優しく持続可能なまちづくり

●ため池等ハザードマップ作成事業･ ３, ７００万円
決壊した場合に甚大な被害が想定される貯水量 10
万トン以上の大規模なため池を中心にハザードマッ
プを作成します。

●女性消防団員の採用･ １００万円
減少傾向にある消防団員の増強と、地域防災の充
実・強化を図るため女性消防団員を採用します。

教　育
文　化 ひとを豊かに育むまちづくり

●学校図書館支援センター推進事業･ ５４８万円
学校図書館支援員を市単独事業として引き続き３
名配置することで、学校図書館環境のさらなる整備
充実を図ります。

●特別支援教育支援員配置事業･ ５, ８５２万円
市立の幼・小・中学校において、特別支援教育を
必要とする児童等の学習支援や介助を引き続き行う
もので、25年度は支援員３名の増員を行う予定です。

魅　力
活　気 元気とにぎわいのあるまちづくり

●高品質園芸作物生産拡大条件整備対策事業
･ １, ３３９万円
ブロッコリー等の安定出荷・高品質の保持ができ
るよう、予冷庫の整備を支援します。

●にぎわい創出事業･ ３５０万円
坂出市独自のゆるキャラを作成し、本市の知名度
向上を図るなど、より一層のにぎわい創出を図りま
す。

自　立
信　頼 すべての人がいきいきと輝くまちづくり

●にぎわい創出事業補助金･ １００万円
本市の魅力をアピールしながら集客力を高めるよ
うな、にぎわいを創出する効果が高いと認められる
イベント事業を公募し、審査会において選考された
団体へ１事業につき、50万円を上限に事業費を補助
します。

●自治会加入促進事業補助金･ １７０万円
自治会加入促進に向けた補助金を創設します。

安　心
健　康 健康で安心して暮らせるまちづくり

●子ども医療費助成事業･ １億１, ６１０万円
これまでの乳幼児への医療費全額助成に加えて、
中学校卒業までの入院医療費を助成します。

●特定不妊治療費助成事業･ ６００万円
精神的、経済的に負担が大きい不妊治療について、
県費助成のほかに１回当たり10万円を年間20万円、
通算５年間まで上乗せして支給し、受療者の経済的
負担の軽減を図ります。

快　適
憩　い 快適な都市環境を実感できるまちづくり

●路線バス王越線の路線延長･ １３０万円
本年 10月より、王越方面行きの路線バスの一部路
線等の変更を行い、青海地区まで運行します。

●民間住宅耐震対策支援事業･ １, ２６０万円
民間住宅の耐震診断や耐震改修を促進するため実
施している費用助成事業について、補助率や限度額
を引き上げ、制度の拡充を図ります。

自立・信頼
　自治会の活動

安心・健康
　子どもの医療費充実

安全・環境
　ため池等ハザードマップの作成

教育・文化
　学校図書館

快適・憩い
　路線バス王越線

魅力・活気
　ブロッコリーの出荷作業

安全・環境
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代表質問

 

坂
出
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ

ル
イ
ン
タ
ー
化
の
早
期
実
現
を

問 

現
在
、
坂
出
北
イ
ン
タ
ー
は
、
本
州

方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
み
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
四
国
内
へ
、
ま
た
四
国
内
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
に
は
、
坂
出
イ
ン
タ
ー
を
経

由
し
一
般
道
を
移
動
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

番
の
州
地
域
の
拠
点
性
が
益
々
重
要
と

な
る
中
、
さ
ら
な
る
企
業
立
地
の
推
進
を

図
る
た
め
坂
出
北
イ
ン
タ
ー
の
フ
ル
イ
ン

タ
ー
化
の
早
期
実
現
が
望
ま
れ
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答･･･

市
長

坂
出
北
イ
ン
タ
ー
の
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化

が
実
現
す
れ
ば
、
番
の
州
地
区
周
辺
の
企

業
誘
致
が
進
み
、
本
市
及
び
近
隣
市
町

に
と
っ
て
非
常
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。ま

た
、
岸
壁
の
耐
震
化
が
進
む
坂
出
港

西
埠
頭
地
区
は
香
川
県
地
域
防
災
計
画
の

中
で
緊
急
物
資
の
輸
送
拠
点
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
災
害

時
に
緊
急
輸
送
路
と
し
て
大
き
な
役
割
を

担
う
高
速
道
路
と
連
結
す
る
坂
出
北
イ
ン

タ
ー
を
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
す
る
重
要
度
は

益
々
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
国
の
防
災
計

画
の
中
で
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
も

考
え
ま
す
。

今
後
は
、
坂
出
北
イ
ン
タ
ー
の
フ
ル
イ

ン
タ
ー
化
の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
に

も
増
し
て
国
、
県
等
の
関
係
機
関
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

 

ふ
る
さ
と
坂
出
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
に
ど
う
取
り
組
む
の
か

問 

都
市
の
活
力
を
生
み
出
す
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、

雇
用
の
創
出
が
不
可
欠
と
な
る
。
ふ
る
さ

と
坂
出
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
若
者
の

就
職
支
援
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

答･･･

市
長

若
者
の
坂
出
市
へ
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を

推
進
し
、
人
口
増
、
定
住
促
進
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
県
内
外
の
大
学
等
の

卒
業
見
込
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
職
業
紹

介
、
あ
っ
せ
ん
業
務
を
行
う
も
の
で
す
。

企
業
訪
問
を
通
じ
求
職
情
報
の
収
集
に
努

め
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体

を
活
用
し
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
く
も
の
で
す
。
ま
た
、
職
業
紹
介
所
を

管
轄
す
る
香
川
労
働
局
な
ど
の
関
係
機
関

と
も
緊
密
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

 

民
間
の
登
記
成
果
を
地
籍
調
査
事

業
に
活
用
し
て
は
ど
う
か

問 

本
市
で
は
市
内
13
万
筆
の
地
籍
調
査

を
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
予
定
で
あ
る

が
、
土
地
の
境
界
確
定
な
ど
に
際
し
て
民

間
が
測
量
し
た
登
記
成
果
を
地
籍
調
査
に

有
効
活
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

こ
れ
ま
で
に
民
間
開
発
等
に
よ
り
整
備

さ
れ
た
測
量
成
果
図
等
の
大
半
は
任
意
の

基
準
点
を
も
と
に
し
て
土
地
デ
ー
タ
が

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
籍
調
査

事
業
で
は
国
土
地
理
院
が
設
置
し
た
基
準

点
を
も
と
に
し
て
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
た

め
、
基
準
点
が
異
な
り
、
大
半
の
土
地
に

お
い
て
は
境
界
確
定
の
た
め
の
測
量
を
改

め
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
地
籍
調
査
事
業
と
同
等
以
上

の
精
度
が
あ
る
場
合
は
大
臣
の
指
定
に
よ

り
地
籍
調
査
事
業
の
成
果
と
同
等
の
扱
い

に
な
る
ほ
か
、
任
意
の
基
準
点
を
も
と
に

し
た
図
面
等
に
つ
い
て
も
、
現
場
で
の
境

界
確
定
作
業
等
に
お
い
て
は
有
効
な
参
考

資
料
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
の
主
な
項
目

讃
岐
国
府
跡
に
つ
い
て

	·
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

	·

人
口
増
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

	·

減
災
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

	·

つ
い
て

植
條
敬
介
議
員

新

政

会

一 般 質 問

代 表 質 問

一般質問は市政全般にわたり、市長その他執行機関に対し、事務の執行状
況や将来への方針等について、所信を質したり、報告や説明を求めるために
行うものです。
３月定例会では所属３人以上の会派が代表質問を行うことができ、今定例

会では２会派が代表質問を行い、６名の議員が個人質問を行いました。
質問の要旨を質問順に掲載しています。
（代表質問は４～５ページ、個人質問は６～８ページに掲載しています）
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代表質問

 
新
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は

問 

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
の
基
礎
固
め
を

足
場
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
新

年
度
予
算
に
ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か
。

答･･･

市
長

市
民
本
位
、
市
民
参
加
、
市
民
対
話
に

よ
る
市
政
運
営
を
基
本
方
針
と
し
て
、
施

策
の
選
択
と
集
中
を
念
頭
に
予
算
編
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

予
算
内
容
と
し
て
は
、
個
人
所
得
の
減

少
や
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
に
よ
り
市
税

は
大
幅
な
減
少
を
見
込
む
な
ど
厳
し
い
状

況
の
中
、
最
重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ
け

る
人
口
増
対
策
と
し
て
公
立
保
育
所
の
休

日
保
育
の
実
施
な
ど
に
積
極
的
に
予
算
を

投
入
す
る
と
と
も
に
、
増
大
す
る
社
会
保

障
費
へ
の
適
切
な
対
応
や
防
災
対
策
経
費

へ
の
重
点
的
な
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

 

若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
取
り
組

み
を

問 

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
の
抜

本
的
な
解
決
策
が
未
だ
見
い
出
せ
て
い
な

い
中
、「
人
口
増
や
し
て
」
は
困
難
な
課

題
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
人
口
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
努
力
次
第
で
は
可
能

で
あ
る
が
、
新
年
度
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答･･･

市
長

新
年
度
に
お
け
る
定
住
促
進
事
業
と
し

て
は
、
主
に
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
子

供
医
療
費
助
成
の
拡
充
や
新
た
に
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
、
保
育
所
の
休
日
保
育
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市
が
準
会

員
と
し
て
加
盟
す
る
県
の
移
住
・
定
住
推

進
協
議
会
が
実
施
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
加

え
て
、
雇
用
の
場
確
保
の
た
め
の
企
業
誘

致
施
策
や
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
に
よ
る
交

流
人
口
の
増
加
な
ど
も
定
住
促
進
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

臨
港
線
跡
地
の
整
備
内
容
は

問 

25
年
度
の
新
規
事
業
で
あ
る
市
道
東

臨
港
２
号
線
の
事
業
内
容
、
ま
た
、
東
臨

港
２
号
線
よ
り
南
の
臨
港
線
跡
地
の
整
備

予
定
は
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

県
道
高
松
善
通
寺
線
か
ら
市
道
旭
町
５

号
線
ま
で
の
延
長
約
２
５
０
ｍ
の
区
間
は

計
画
幅
員
４
ｍ
で
、
地
域
住
民
の
方
が
安

全
安
心
に
利
用
で
き
る
と
と
も
に
、
災
害

時
に
は
避
難
路
と
し
て
も
利
用
で
き
る
防

災
機
能
を
有
し
た
自
転
車
歩
行
者
道
と
し

て
整
備
予
定
で
す
。
25
年
度
は
詳
細
設
計

を
行
い
、
27
年
度
に
完
了
予
定
で
す
。

ま
た
、
市
道
旭
町
５
号
線
よ
り
南
の
区

間
は
公
共
事
業
用
地
等
と
し
て
確
保
し
て

い
る
も
の
で
、
当
面
は
現
状
の
ま
ま
で
維

持
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
の
主
な
項
目

地
域
交
流
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

	·

文
化
財
振
興
に
つ
い
て

	·

公
園
の
整
備
に
つ
い
て

	·

Ｐ
Ｍ

	·

2.5
の
飛
来
対
策
に
つ
い
て

大
前
寛
乗
議
員

市
民
グ
ル
ー
プ

未
来
の
会

いっしょに考えていきませんか
わたしたちのまちのこと

会議録のご案内

本会議での質問や答弁などの発

言は、毎回、会議録にまとめられ、

図書館または市議会ホームページ

から自由にご覧になれます。

ぜひご利用ください。

議会の傍聴のご案内

本会議、委員会はご自由に傍聴

いただけます。

また、お体のご不自由な方も車

いすのままで傍聴できますので、

お気軽にお越しください。

休日保育

市道東臨港 2 号線



6市議会だより
さかいで

個人質問

 
魅
力
的
な
施
策
に
よ
る
若
者
定
住

促
進
を

問 

新
年
度
予
算
に
お
い
て
、
若
手
職
員

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
斬
新
で
ユ

ニ
ー
ク
な
定
住
化
施
策
の
提
案
が
見
送
り

と
な
っ
た
の
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
先

送
り
と
な
っ
た
理
由
と
今
後
の
見
通
し

は
。

答･･･

市
長

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か
ら
の
提
案

は
、
施
策
へ
の
反
映
を
検
討
す
る
と
同
時

に
、
優
先
順
位
等
の
評
価
を
行
っ
た
結

果
、
短
期
的
に
取
り
組
み
が
可
能
な
子
供

医
療
費
助
成
の
拡
大
や
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
、
保
育
所
の
休
日
保
育
を
新
年
度
よ

り
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。今
後
も
、

中
・
長
期
的
な
観
点
か
ら
制
度
の
有
効
性

や
公
平
性
の
検
討
を
行
い
、
持
続
可
能
な

制
度
と
な
る
よ
う
総
合
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

 

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
問 

地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
交
流
人
口

の
増
加
や
に
ぎ
わ
い
創
り
は
重
要
で
あ

る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
や
イ
ベ
ン
ト
に

従
事
す
る
職
員
の
健
康
管
理
の
観
点
か
ら

も
、
従
来
型
の
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
全

面
的
に
見
直
し
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答･･･

市
長

本
市
に
は
、
さ
か
い
で
大
橋
ま
つ
り
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
年
間

20
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
行
政
主

導
の
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行

事
の
成
り
立
ち
や
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
す
る
あ
ま
り
、
大
幅
な
見
直
し
や
廃
止

の
判
断
が
難
し
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
新
年
度
よ
り
に
ぎ
わ
い
創
出

事
業
と
し
て
、
市
民
主
導
型
の
イ
ベ
ン
ト

を
支
援
す
る
新
し
い
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。
こ
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
行
政
主
導
型
か

ら
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
で
き
る
環
境
整
備
が
で
き
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

 

地
籍
調
査
に
お
け
る
筆
界
未
定
地

の
扱
い
は

問 

新
年
度
よ
り
開
始
す
る
地
籍
調
査

で
、
境
界
が
確
定
で
き
な
い
筆
界
未
定
地

は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

地
籍
調
査
事
業
の
結
果
、
筆
界
未
定
と

な
っ
た
土
地
は
、
分
筆
や
地
目
変
更
等
が

で
き
ず
、
土
地
の
売
買
な
ど
が
非
常
に
難

し
く
な
り
ま
す
。
筆
界
未
定
を
解
消
す
る

に
は
、
所
有
者
個
人
で
の
立
会
依
頼
、
測

量
委
託
、
登
記
手
数
料
の
負
担
な
ど
相
当

の
手
間
と
費
用
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
法
務
局
の
登
記
官
が
筆
界
調
査
委

員
の
意
見
を
踏
ま
え
境
界
を
特
定
す
る
筆

界
特
定
制
度
を
活
用
す
れ
ば
、
公
的
な
判

断
と
し
て
筆
界
を
明
ら
か
に
で
き
、
筆
界

を
め
ぐ
る
問
題
の
解
決
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

 

讃
岐
国
府
跡
の
保
存
と
活
用
は

問 

奈
良
・
平
安
時
代
の
行
政
拠
点
で
あ

る
讃
岐
国
府
跡
が
府
中
町
に
確
定
さ
れ
た

が
、
こ
の
貴
重
な
遺
産
の
今
後
の
保
存
と

活
用
を
伺
う
。

答･･･

教
育
長

讃
岐
国
府
跡
は
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ

り
、
そ
の
保
存
の
あ
り
方
に
も
配
慮
し
つ

つ
、
観
光
や
地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
る

た
め
、
長
く
市
民
や
地
域
に
愛
さ
れ
る
存

在
と
な
る
よ
う
学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
る

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
最
善
の
活
用
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

問 

列
車
の
車
窓
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に

Ｐ
Ｒ
看
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答･･･

教
育
長

今
後
の
発
掘
調
査
の
成
果
や
遺
跡
の
保

存
方
法
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
な
ど

幅
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

出
田
泰
三
議
員

市
民
の
声

脇
　
芳
美
議
員

新

緑

個
人
質
問

質
問
の
主
な
項
目

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

	·

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

	·

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

	·

質
問
の
主
な
項
目

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

	·

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

	·

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

	·

大橋まつり

讃岐国府跡



7 市議会だより
さかいで

個人質問

 
動
画
で
の
観
光
情
報
の
発
信
を

問 

佐
賀
市
が
行
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
の
動
画
の
観
光
案
内
に
非
常
に

驚
か
さ
れ
た
。
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
動
画
配
信
を
利
用

し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

佐
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
動
画

に
よ
る
観
光
案
内
は
、
観
光
素
材
ご
と
に

２
分
間
で
完
結
す
る
よ
う
作
ら
れ
た
52
本

の
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
流
し
て
い
る
も
の

で
、
い
ず
れ
も
閲
覧
者
に
観
光
的
魅
力
を

視
覚
で
訴
え
る
内
容
で
あ
り
、
そ
の
Ｐ
Ｒ

効
果
は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
テ
レ
ビ
広
報
番
組

を
利
用
し
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
経
由
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
を
配
信
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
り
、
今
後
、
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作

成
に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果
の
検
証
を
含

め
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

 

宇
多
津
町
、
綾
川
町
と
の
合
併
の
可

能
性
は

問 

地
方
都
市
で
は
行
政
効
率
の
観
点
か

ら
人
口
10
万
人
前
後
が
ベ
ス
ト
と
い
わ
れ

て
い
る
。
本
市
の
人
口
は
５
万
５
千
人
を

切
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
人
口
減
少
が

予
想
さ
れ
る
中
、
今
後
の
宇
多
津
町
、
綾

川
町
と
の
合
併
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
合
併
に
か
か
る
現
在
の
法
律
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答･･･

市
長

本
市
に
隣
接
す
る
高
松
市
、
丸
亀
市
、

宇
多
津
町
、
綾
川
町
は
、
い
ず
れ
も
行

政
活
動
に
お
い
て
も
市
民
生
活
に
お
い
て

も
結
び
つ
き
が
強
く
、
将
来
的
な
広
域
行

政
の
あ
り
方
を
考
え
た
場
合
、
合
併
の
可

能
性
を
否
定
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。し

か
し
な
が
ら
、
現
段
階
に
お
い
て
、

い
ず
れ
の
市
町
か
ら
も
合
併
に
関
す
る
具

体
的
な
話
は
な
く
、
市
民
の
間
で
も
合
併

す
べ
き
と
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
と
は

感
じ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
の
合
併
特
例
法
も
合
併
特
例

債
の
発
行
規
定
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、
大

幅
に
改
正
さ
れ
て
お
り
、
合
併
の
推
進
に

向
け
た
国
、
県
に
よ
る
積
極
的
な
関
与
も

廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

産
科
の
再
開
と
脳
神
経
外
科
の
新

設
に
向
け
た
医
師
、
看
護
師
の
確

保
対
策
は
万
全
か

問 

新
病
院
の
開
院
時
に
は
産
科
の
再
開

と
脳
神
経
外
科
の
新
設
を
是
非
と
も
実
現

す
べ
き
で
あ
る
が
、医
師
確
保
の
現
状
は
。

答･･･

市
立
病
院
事
務
局
長

現
在
、
香
川
大
学
医
学
部
の
協
力
医
療

機
関
と
し
て
卒
後
臨
床
研
修
医
等
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
市
立
病
院

に
勤
務
す
る
医
師
の
処
遇
改
善
を
図
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
香
川
大
学
医
学
部
に
積
極
的
に

働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
方
面

か
ら
の
情
報
収
集
に
努
め
、
医
師
確
保
対

策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問 

看
護
師
確
保
の
現
状
と
対
策
は
。

答･･･

市
立
病
院
事
務
局
長

積
極
的
な
看
護
師
確
保
対
策
を
講
じ
た

結
果
、
最
近
の
２
年
間
は
採
用
者
数
が
増

加
傾
向
で
あ
り
ま
す
が
、
新
病
院
で
必
要

な
看
護
師
数
に
は
不
足
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
募
集
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ

等
、
あ
ら
ゆ
る
確
保
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

 

瀬
戸
大
橋
通
行
料
の
全
国
共
通
料

金
へ
の
移
行
が
本
市
に
与
え
る
影

響
は

問 

平
成
26
年
度
よ
り
全
国
共
通
料
金
へ

移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
瀬
戸
大
橋
通
行
料

が
一
般
高
速
道
並
み
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

予
定
で
あ
る
が
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
。

答･･･

市
長

昨
年
２
月
に
通
行
料
金
が
一
般
高
速
道

路
料
金
並
み
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
案
が
掲

示
さ
れ
て
以
降
、
高
速
道
路
全
体
の
料
金

体
系
の
具
体
的
な
案
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
通
行
料
金
の
動
向
に
関
わ
ら
ず
、
本

市
の
顔
と
も
い
う
べ
き
瀬
戸
大
橋
を
最
大

限
活
用
し
て
い
く
た
め
、
関
係
団
体
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
各
種
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問 

島
民
の
割
引
制
度
に
与
え
る
影
響

は
。

答･･･

市
長

島
民
の
割
引
制
度
に
つ
い
て
も
具
体
的

な
案
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
島
民
の

負
担
が
現
在
よ
り
重
く
な
る
こ
と
の
な

い
よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。

松
成
国
宏
議
員
公
明
党
議
員
会

木
下
　
清
議
員

改
進
の
会

質
問
の
主
な
項
目

観
光
行
政
に
つ
い
て

	·

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

	·

市
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て

	·

質
問
の
主
な
項
目

讃
岐
国
府
跡
に
つ
い
て

	·

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

	·

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

	·

坂出市公式ホームページ

瀬戸大橋
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さかいで

個人質問

 
借
り
上
げ
市
営
住
宅
制
度
の
創
設

を
問 

建
設
費
等
の
初
期
投
資
を
必
要
と
し

な
い
既
存
の
民
間
住
宅
を
活
用
し
た
借
り

上
げ
市
営
住
宅
制
度
を
導
入
し
、
若
い
世

代
の
定
住
促
進
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

当
該
制
度
は
建
設
費
等
の
負
担
は
少
な

い
も
の
の
、
長
期
的
に
は
家
賃
収
入
を
大

き
く
上
回
る
借
上
料
の
負
担
や
借
り
上
げ

期
間
満
了
後
の
入
居
者
の
住
居
確
保
な
ど

考
慮
す
べ
き
点
が
あ
り
ま
す
。

本
市
と
し
て
は
、
建
替
え
、
修
繕
、
用

途
廃
止
な
ど
、
今
後
の
市
営
住
宅
の
あ
り

方
を
審
議
し
、
長
寿
命
化
計
画
を
作
成
す

る
際
に
、
既
存
の
市
営
住
宅
の
活
用
を
前

提
と
す
る
中
で
、
若
年
層
を
含
む
入
居
者

ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
な
が
ら
、
新
規
の
建
設

が
困
難
な
場
合
な
ど
の
有
力
な
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
、
当
該
制
度
の
導
入
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

 

い
じ
め
問
題
根
絶
に
向
け
た
取
り
組

み
を

問 

い
じ
め
問
題
を
放
置
し
た
り
、
隠
ぺ

い
し
な
い
子
供
の
命
優
先
の
安
全
配
慮
体

制
は
。

答･･･

教
育
長

い
じ
め
は
命
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
ど
の
子
供
に
も
、
ど
の
学
校
に

も
起
こ
り
う
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
関
係

者
全
員
で
い
じ
め
の
兆
候
を
い
ち
早
く
把

握
し
て
、
迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

未
然
防
止
に
努
め
る
な
ど
学
校
に
お
け
る

最
優
先
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
放
置
、
隠
ぺ
い
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
教
育
委
員
会
自
ら
も
襟
を
正
し
、
学

校
を
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

問 

子
供
を
見
守
る
体
制
作
り
の
状
況
は
。

答･･･

教
育
長

各
学
校
で
定
期
的
に
児
童
・
生
徒
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
り
、
い
じ
め
対

策
委
員
会
を
開
催
し
、
全
教
職
員
が
情
報

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
全
体
で
い

じ
め
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
む
こ
と

な
く
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
い
じ
め

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
体
制
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

 

中
期
財
政
計
画
の
作
成
・
公
表
を

問 

今
後
、
税
収
の
落
ち
込
み
が
予
想
さ

れ
、
ま
た
大
規
模
事
業
に
よ
り
多
額
の
歳

出
予
算
が
必
要
と
さ
れ
る
な
ど
、
財
政
面

で
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
財
政
健

全
化
の
観
点
か
ら
、県
内
他
市
と
同
様
に
、

中
期
財
政
計
画
を
策
定
し
、市
民
に
公
表
、

理
解
い
た
だ
く
中
で
市
政
運
営
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答･･･

総
務
部
長

中
期
的
視
点
に
立
っ
た
財
政
計
画
の
重

要
性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

も
試
算
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
過
去

に
行
っ
た
試
算
は
い
ず
れ
も
国
の
政
策
動

向
等
に
伴
い
、
試
算
と
現
状
の
乖
離(

か

い
り)

が
生
じ
ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て

も
内
部
資
料
と
し
て
の
試
算
は
行
い
ま
す

が
、
そ
の
公
表
に
は
慎
重
に
対
処
し
て
い

く
考
え
で
す
。

答･･･

市
長

公
表
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
市
民
に
不
安

感
を
抱
か
せ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ど

こ
ま
で
の
数
値
目
標
を
公
表
し
て
い
く
の

が
適
当
か
な
ど
、
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

新
病
院
建
設
の
総
事
業
費
と
借
入

金
や
返
済
額
の
概
算
は

問 

市
民
の
大
き
な
関
心
の
一
つ
は
、
素

晴
ら
し
い
病
院
を
建
設
し
て
ほ
し
い
が
、

要
す
る
多
額
の
事
業
費
の
た
め
に
坂
出
市

本
体
が
財
政
破
綻
を
き
た
さ
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
総
事
業
費
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
。

答･･･

市
立
病
院
事
務
局
長

基
本
計
画
で
予
定
し
て
い
た
新
病
院
建

設
工
事
や
医
療
機
器
等
に
係
る
経
費
、
新

年
度
予
算
に
新
た
に
計
上
し
た
立
体
駐
車

場
建
設
工
事
費
及
び
土
地
購
入
費
を
加
え

て
試
算
す
る
と
、
総
事
業
費
予
定
額
は
約

66
億
９
，
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

問 

基
本
計
画
の
借
入
条
件
は
、
足
元
の

状
況
と
比
べ
設
定
金
利
が
高
い
の
で
は
。

答･･･

市
立
病
院
事
務
局
長

病
院
事
業
債
の
金
利
は
そ
の
時
々
の
経

済
状
況
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。

問 

問
借
入
金
の
返
済
額
は
。

答･･･

市
立
病
院
事
務
局
長

こ
の
う
ち
約
52
億
７
，
３
０
０
万
円

を
病
院
事
業
債
と
し
て
借
り
入
れ
る
予

定
で
、
直
近
の
平
成
23
年
度
実
績
と
同

じ
利
率
を
設
定
し
年
間
当
た
り
の
償
還

額
を
算
定
す
る
と
、
開
院
１
年
目
は
約

７
，
６
０
０
万
円
、
２
～
５
年
目
は
約

３
億
３
，
９
０
０
万
円
、
６
年
目
以
降
30

年
目
ま
で
は
約
２
億
６
，
０
０
０
万
円
と

な
り
ま
す
。

質
問
の
主
な
項
目

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

	·

借
り
上
げ
市
営
住
宅
制
度
に
つ
い
て

	·

子
供
の
い
じ
め
根
絶
に
つ
い
て

	·

質
問
の
主
な
項
目

平
成

	·

25
年
度
予
算
に
つ
い
て

財
政
健
全
化
に
つ
い
て

	·

新
市
立
病
院
建
設
に
つ
い
て

	·

野
角
満
昭
議
員

日
本
共
産
党

議
員
会

斉
藤
義
明
議
員

市
民
の
声

市営住宅
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委員会レポート

企
業
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー

に
よ
り
若
者
の
市
内
企

業
へ
の
就
職
を
促
進

３
月
14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託

さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
た
結
果
、
い
ず
れ

も
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
・
意
見
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

問	

昨
年
に
実
施
し
た
企
業
訪
問
バ
ス
ツ

ア
ー
の
成
果
と
今
後
の
予
定
は
。

答	

昨
年
８
月
に
実
施
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー

は
大
学
３
年
生
を
対
象
と
し
た
た
め
、
就

労
結
果
が
現
時
点
で
は
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
新
年
度
も
、
８
月
に
地
元
企
業
を

中
心
と
し
て
９
社
程
度
訪
問
す
る
予
定
で

す
。

問	

生
徒
の
資
格
取
得
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
高
校
生
徒
資
格
取
得
費

補
助
金
制
度
の
事
業
成
果
は
。

答	

23
年
度
は
２
８
８
人
に
約
74
万
円
を

補
助
し
、
24
年
度
も
同
程
度
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
就
職
先
等
の
成
果
の
検
証
は

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

意
見	

定
住
人
口
の
増
加
や
本
市
産
業
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
就
職
先
等
の

事
業
成
果
を
検
証
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

塩
業
資
料
館
に
流
下
式

塩
田
の
枝
条
架
を
復
元

　

３
月
15
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
た
結

果
、
い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

主
な
質
疑
・
意
見
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

問	

流
下
式
塩
田
復
元
工
事
の
内
容
は
。

答	

視
覚
的
に
分
か
り
や
す
い
枝
条
架
を

再
現
す
る
も
の
で
、
骨
組
み
部
分
を
鉄
骨

で
作
り
、
海
水
を
滴
下
す
る
竹
の
小
枝
部

分
を
親
子
や
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
学

び
な
が
ら
作
製
す
る
も
の
で
す
。

問	
塩
業
資
料
館
の
来
館
者
を
増
加
さ
せ

る
た
め
の
抜
本
的
な
改
革
を
検
討
す
べ
き

で
は
。

答	

こ
れ
ま
で
塩
業
資
料
館
を
学
習
の
場

と
し
て
活
用
す
る
視
点
が
不
足
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
25
年
度
に
お
い
て
は
小
学
校

４
年
生
を
対
象
に
校
外
学
習
を
行
い
、
塩

業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
郷
土
の
歴
史

と
文
化
を
児
童
が
学
ぶ
中
で
、
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
将
来
像
を
模
索
し
て
い

き
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
対
す
る
補
助
対
象
区

域
が
拡
大

３
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託

さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
た
結
果
、
い
ず
れ

も
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
・
意
見
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

問	

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
対
象
が

拡
大
さ
れ
た
地
域
は
。

答	

下
水
道
認
可
区
域
内
で
当
分
の
間

（
４
年
以
上
）
下
水
道
の
整
備
が
見
込
め

な
い
地
域
で
す
。
た
だ
し
、
将
来
、
敷
地

付
近
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
下
水
道
に
接
続
す
る
必
要
が
あ

り
、
後
々
の
下
水
道
接
続
に
備
え
、
事
前

に
整
備
面
で
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

問	

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
補
助
金
の
詳
細

は
。

答	

市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
集
客
力
が
期

待
で
き
る
市
民
自
ら
が
企
画
運
営
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
審
査
に

よ
り
選
定
さ
れ
た
団
体
に
対
し
、
50
万
円

を
上
限
に
事
業
費
を
補
助
し
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
に
向
け
た

議
論
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト

平
成
21
年
に
実
施
し
た
耐

震
診
断
の
結
果
、
現
在
の
本

庁
舎
は
耐
震
性
能
が
大
幅
に

不
足
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、分
庁
舎
と
し
て
教
育
会
館
の
整
備
、

庁
舎
建
設
基
金
を
設
置
す
る
な
ど
、
耐
震

化
問
題
に
対
応
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
11
月
に
新
庁
舎
建
設
市
民
会
議
が
発

足
し
、
新
庁
舎
の
建
設
着
手
に
向
け
て
本

格
的
な
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
、
執
行
部
の
提
案
に
対
し

て
、
市
民
の
利
便
性
を
重
点
に
考
察
、
検

証
を
加
え
る
こ
と
、
ま
た
、
議
場
や
議
員

控
室
な
ど
議
会
関
係
の
配
置
に
関
し
、
よ

り
よ
い
姿
に
導
く
こ
と
を
眼
目
に
、
平
成

25
年
１
月
臨
時
会
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
市
民
会
議
の
結
果
報
告
を
中

心
に
、委
員
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

３
月
13
日
の
委
員
会
で
は
市
民
会
議
に
よ

る
基
本
構
想
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
は
、
現
庁
舎

北
側
に
新
庁
舎
を
建
設
す
る
場
合
の
建
築

面
積
や
階
層
予
定
、
防
災
拠
点
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
と
避
難
場
所
と
し
て
の
視
点

な
ど
、多
く
の
意
見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、

基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま
す
が
、
新
庁
舎

が
後
世
に
お
い
て
高
評
価
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
議
会
と
し
て
も
十
分
な
討
議
、
審
議

を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

総務
消防

市民
建設

新庁舎建設
特別委員会

教育
民生

合併処理浄化槽

流下式塩田枝条架

バスツアーの様子
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市 長 提 出 議 案

反対意見（要旨）同和対策事業（脇議員、野角議員）、ごみ処理手数料有料化事業（野角議員）に関し反対である。

原
案
可
決
に

賛　

成

反
対

市 長 提 出 議 案

反対意見（要旨）高齢者の人権、尊厳を擁護する立場から当該医療制度の廃止を求める。

原
案
可
決
に

賛　

成

反
対

全議員が賛成した議案（可決・同意）

市 長 提 出 議 案

議 員 提 出 議 案

予 　 算

条 　 例

そ の 他

３ 月 定 例 会 の 日 程

賛成　19名

反対　 2名賛成　19名
可決

議員数＝ 22名　　表決参加議員数＝ 21名
※議長は表決には加わりません。

斉藤義明、出田泰三、若谷修治、茨　智仁、村井孝彦、
楠井常夫、末包保広、別府健二、植條敬介、前川昌也、
大藤匡文、大前寛乗、松田　実、若杉輝久、松成国宏、
中河哲郎、木下　清、山条忠文、東山光徳

脇　芳美、野角満昭

平成 25 年
３月定例会の審議結果

議案第 60 号
平成 25 年度坂出市一般会計
予算案

賛成　20名

反対　 1名賛成　20名
可決

斉藤義明、出田泰三、若谷修治、茨　智仁、脇　芳美、
村井孝彦、楠井常夫、末包保広、別府健二、植條敬介、
前川昌也、大藤匡文、大前寛乗、松田　実、若杉輝久、
松成国宏、中河哲郎、木下　清、山条忠文、東山光徳

野角満昭

議案第 70 号
平成 25 年度坂出市後期
高齢者医療特別会計予算案

坂出市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
議会の会議並びに常任委員会等に出席した際に、一律２千円支給
されていた費用弁償を廃止します。

平成 25	年度坂出市国民健康保険特別会計予算案　など予算案　19	件

坂出市新型インフルエンザ等対策本部条例制定　など条例案　12	件

坂出市監査委員の選任　など人事案件　２件
市道路線の廃止　などその他案件　２件

議案内容等の詳細は、
坂出市議会ホームページ

【議案内容等・審議結果】
をご覧ください。

3月･ 4日	 本会議	 施政方針・提案説明
	 委員会	 議会運営委員会の調査
3月11日	 本会議	 一般質問（代表・個人）
3月12日	 本会議	 一般質問（個人）
3月13日	 本会議	 議案質疑・委員会付託
	 委員会	 議会運営委員会の調査
	 委員会	 	新庁舎建設特別委員会の

調査
3月14日	 委員会	 総務消防委員会の審査

3月15日	 委員会	 教育民生委員会の審査
3月18日	 委員会	 市民建設委員会の審査
3月25日	 議員総会
	 本会議	 委員長報告
	 	 委員長報告への質疑・
	 	 討論・採決
	 	 追加議案の提案説明
	 	 質疑・討論・採決
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さかいで

政 務 活 動 費 収 支 報 告
政務活動費ってなに？

　政務活動費とは、地方自治法に基づき、市長が議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費
の一部として交付するものです。その交付額や交付対象については坂出市議会政務活動費の交付に関す
る条例で定めており、各会派に対し１人当たり年額 25 万円を交付しています。

　政務活動費はこれまで、政務調査費として議員活動のうち市政に関する調査研究活動に限定して交付
されてきましたが、昨年８月の地方自治法の改正に伴い、従来の調査研究活動のほか要請・陳情等のそ
の他の活動を対象とすることができるとされ、名称も政務活動費と改められました。
　同時に、議長は使途の透明性の確保に努めるものとされており、本市議会においては収支報告書の閲
覧請求を可能としたほか、ホームページ、議会だよりなどにおいても収支報告を行っていきます。

平成 24 年度の収支状況をお知らせします

会派名 交付額
使途の内容

残額 研究
研修費

調査
旅費

資料
作成費

資料
購入費 広報費 広聴費 人件費 その他

の経費

新政会 2,042,000 119,630 1,164,772 0 2,250 52,500 0 0 0 702,848

市民グルー
プ未来の会 750,000 0 432,755 0 2,250 0 0 0 0 314,995

公明党
議員会 500,000 106,805 168,710 0 76,300 0 0 0 0 148,185

市民の声 500,000 99,880 169,660 0 2,250 0 0 0 0 228,210

改進の会 187,200 0 0 0 0 0 0 0 0 187,200

社会民主党
議員会 250,000 121,400 0 3,995 4,000 0 0 0 0 120,605

日本共産党
議員会 250,000 0 0 0 0 250,000 0 0 0 0

市政の窓 250,000 0 84,100 0 0 0 0 0 0 165,900

新緑 208,000 0 63,220 0 0 0 0 0 0 144,780

立志会 166,400 0 133,215 0 30,500 0 0 0 0 2,685

（単位 円）

※経過規定により 24 年度の使途の内容は以前の政務調査費と同じになっています。

※会派構成に変更があったため１人当たりの交付額が 25 万円に満たない会派があります。
※平成 25年 3月 31日現在の会派について掲載しています。

使途の内容
・研究研修費……研究会、研修会に参加、開催するための経費
・調査旅費………調査研究に必要な先進地調査等に要する経費
・資料作成費……調査研究に必要な資料の作成に要する経費
・資料購入費……必要な図書、資料等の購入に要する経費
・広報費…………議会活動や市の政策について報告し、ＰＲするための経費
・広聴費…………市政及び会派の政策等に対する要望、意見を聴取する会議に要する経費
・人件費…………調査研究活動を補助する職員を雇用する経費
・その他の経費……上記以外で調査研究活動に要する経費
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　「待っていても何も変わらない」テレビの中でこ
う言い切ったのは、鳥取市のＮＰＯ法人代表で、
空き家を日替わりレストランに改装し、希望者に
貸し出している女性だった。疲弊する街をとにか
く何とかしなければとの思いで、今、全国各地で
「まちづくり」に取り組む市民グループが急増して
いる。
　本市も新年度から、こうした人達の活動支援の
ために「にぎわい創出事業補助金制度」を設けた。
予算は少額でも「新しい公共」の概念に沿った施
策として大いに評価したい。
　急激な人口減少で社会構造が大きく変化する中、
市民も、行政も、議会も、その役割を見直す時期
にきている。行政に頼らない、自立する市民への
積極支援を議会も怠ってはならない。 （出）

広報広聴委員会
　委員長：若杉輝久　副委員長：植條敬介
　委　員：出田泰三　若谷修治　茨　智仁
　　　　　村井孝彦　前川昌也　松田　実

CLOSE  UP 各委員会に報告された本市の新規事業をご紹介します。

最新鋭のはしご付消防自動車を購入
平成３年度に購入したはしご付消防自動車が老朽
化したため、新たに最新の装置を搭載し、10階相
当の建物火災などに対応できる30メートル級はし
ご付消防自動車を購入しました。

25年度から、新たに女性消防団員を採用し、地
域防災力の充実を図ります。応急手当指導など、女
性ならではの視点を生かした活動が期待されます。

沙弥島西ノ浜の家が完成
瀬戸内国際芸術祭の開催に合わせ、沙弥島海水浴
場に海の家を整備し、西ノ浜の家と名付けました。
午前９時から午後６時まで屋外展望台およびトイ
レ・シャワーが無料で使用できます。

施設の充実により海水浴客の利便性も高まること
から、快水浴場百選にも選定された沙弥島海水浴場
への一層の集客効果が期待されます。

記後集編

◎坂出市監査委員

　　　　　　本･多･　･　･聰･

◎人権擁護委員候補者

　　　　　　中･山･香･代･子

１月 30日･ 兵庫県三田市
･ （議会報告会について）

２月１日･ 富山県高岡市、富山県射水市
･ （人口増対策について）
･ （公共交通連携総合計画について）

臨時会を５月 20日に、次の定例会を
６月中旬に開会予定です

３月定例会で同意した人事案件【敬称略】

視 察 来 庁 記 録


